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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔質球状シリカ粉体の光学特性の改質法であって、シリル化剤から選択され且つ前記
多孔質球状シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処理剤で、屈折率の低いも
のから高い順になるように、順次処理することを特徴とする、改質法。
【請求項２】
　前記表面処理剤が、ジフェニルジメトキシシラン及び／又はフェニルトリメトキシシラ
ンであることを特徴とする、請求項１に記載の改質法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の改質法によって製造される、表面から中心部に向かって行くに
従って、段階的に屈折率が変化する特性を備えた表面処理多孔質球状シリカ粉体。
【請求項４】
　透明感とソフトフォーカス効果を有することを特徴とする、請求項３に記載の表面処理
多孔質球状シリカ粉体。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の表面処理多孔質球状シリカ粉体を含有することを特徴とする、
化粧料。
【請求項６】
　メークアップ化粧料であることを特徴とする、請求項５に記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】



(2) JP 4136906 B2 2008.8.20

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表面処理をされた多孔質球状シリカ粉体及びそれを含有してなる化粧料に関
し、更に詳細には、前記多孔質球状シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処
理剤で、屈折率の低いものから高い順になるように、順次処理する改質法、前記改質法に
より得られる表面処理多孔質球状シリカ粉体及びそれを含有する化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　メークアップ化粧料に於いて、粉体は種々の光学的効果の礎となっており、求める光学
効果を発現させるために、種々の構造上の改変をする試みが為されている。特に球状粉体
においては、かかる光学効果が、構造の僅かな改変により、多種に変化させることが出来
るために、この様な検討は数多く為されている。又、球状粉体としては、表面構造が滑ら
かで均質な、ポリメタクリル酸メチルなどのポリアクリル樹脂に代表されるポリマー球状
粉体と、球状シリカに代表される多孔質球状粉体が存する。これらの球状粉体の改変処置
としては、例えば、多層化したり、内包化したりして、球状粉体の部位により、その構成
組成を変化させ、屈折率を変化させて、ソフトフォーカス効果や、シワ隠し効果などの光
学効果を得る技術（例えば、特許文献１、特許文献２，特許文献３、特許文献４、特許文
献５、特許文献６を参照）或いは、表面の濡れ特性の異なる複数の球状粉体を組み合わせ
て配合し、経時的な色変化を防ぐ技術（例えば、特許文献７を参照）等が存する。しかし
これらの技術において、多孔質球状粉体を基体として、前記多孔質球状粉体より屈折率の
高い少なくとも２種の表面処理剤で、屈折率の低いものから高い順になるように、順次処
理し、前記多孔質球状粉体の表面から、内部に向かって、多孔質球状粉体の屈折率を、段
階的に低くしていくような改質方法も全く知られていない。
【０００３】
　更に、多孔質球状粉体を基体として、前記多孔質球状粉体より屈折率の高い少なくとも
２種の表面処理剤で、屈折率の低いものから高い順になるように、順次処理し、前記多孔
質球状粉体の表面から、内部に向かって、多孔質球状粉体の屈折率を、段階的に低くして
いくことにより、透明感あるソフトフォーカス効果が得られることも全く知られていない
。尚、ソフトフォーカス技術については、粉体の光拡散効果を利用して、シワやシミなど
の肌トラブルを自然な見え方で、見えにくくする技術であるが、光拡散故に透明感が損な
われ、ツヤのない印象を形成することが避けられず、この欠点の克服技術の開発が望まれ
ていた。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１４６２３８号公報
【特許文献２】特開２００２－１０４９３２号公報
【特許文献３】特開２００２－８０７４７号公報
【特許文献４】特開２００２－２４１２２６号公報
【特許文献５】特開２００２－１８７８１０号公報
【特許文献６】特開２００１－２９４５１２号公報
【特許文献７】特開２００２－２５５７４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、ソフトフォーカス効果の光拡散故に透
明感が損なわれ、ツヤのない印象を形成することが避けられない欠点を克服し、透明感あ
るソフトフォーカス効果を有する粉体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、ソフトフォーカス効果の光拡散故に透明感が損
なわれ、ツヤのない印象を形成することが避けられず、というこの欠点を克服し、透明感
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あるソフトフォーカス効果を有する粉体を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、基体とな
る多孔質球状シリカ粉体を表面処理してなる、多孔質球状シリカ粉体であって、表面処理
剤として、前記基体となる多孔質球状シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種を用い
、屈折率の低いものから高い順になるように順次処理してなる表面処理多孔質球状シリカ
粉体が、その様な特性を有していることを見出し、発明を完成させるに至った。即ち、本
発明は、以下に示す技術に関するものである。
（１）多孔質球状シリカ粉体の光学特性の改質法であって、シリル化剤から選択され且つ
前記多孔質球状シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処理剤で、屈折率の低
いものから高い順になるように、順次処理することを特徴とする、改質法。
（２）前記表面処理剤が、ジフェニルジメトキシシラン及び／又はフェニルトリメトキシ
シランであることを特徴とする、（１）に記載の改質法。
（３）前記（１）又は（２）に記載の改質法によって製造される、表面から中心部に向か
って行くに従って、段階的に屈折率が変化する特性を備えた表面処理多孔質球状シリカ粉
体。
（４）透明感とソフトフォーカス効果を有することを特徴とする、（３）に記載の表面処
理多孔質球状シリカ粉体。
（５）前記（３）又は（４）に記載の表面処理多孔質球状シリカ粉体を含有することを特
徴とする、化粧料。
（６）メークアップ化粧料であることを特徴とする、（５）に記載の化粧料。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ソフトフォーカス効果の光拡散故に透明感が損なわれ、ツヤのない印
象を形成することが避けられず、この欠点を克服し、透明感あるソフトフォーカス効果を
有する粉体を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
（１）本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体
　本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体は、球状の多孔質シリカ粉体であって、シリル
化剤から選択され且つ前記多孔質シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処理
剤で、屈折率の低いものから高い順になるように、順次処理してなることを特徴とする。
基体として多孔質球状シリカ粉体を用いるのは、光学的に透明性と拡散性とを程良く兼ね
備えているためである。尚、本発明において、「球状」なる言葉は、「角を有せず表面が
球面で構成されている」程度の意味であり、真球状の他、楕球状などの歪みを有する構造
も許容する。かかる基体となる多孔質球状シリカ粉体の大きさとしては、平均粒径が２～
１０μｍのものが好ましく、３～５μｍのものが特に好ましい。又、粒径の分布としては
単分散であることが特に好ましい。本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体は、かかる基
体に、シリル化剤から選択され且つ該基体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処理剤
で、屈折率の低いものから高い順に順次処理してなることを特徴とするが、かかる表面処
理により、基体となっている多孔質球状シリカ粉体の内側に、前記処理剤が含浸されて、
処理され、基体の成分と処理剤のコンプレックスが生じる。かかるコンプレックスは、表
面から基体の多孔質球状シリカ粉体の内部に向かうに従って、その構成成分を段階的に変
化させている。これによって表面より内部に向かって屈折率の勾配が形成している。この
様な性状を生じさせるのに必要な屈折率の差としては、基体と第一の処理剤、第一の処理
剤と第二の処理剤、第ｎの処理剤と第ｎ＋１の処理剤の屈折率のそれぞれの差が０．０１
５～０．３５になるように設定することが好ましい。この様な屈折率に傾斜を付すことの
出来るシリル化剤から選択される処理剤としては、基体がシリカ（屈折率１．４５）なの
で、フェニルトリメトキシシラン（屈折率；１．４７３）やジフェニルジメトキシシラン
（屈折率；１．５４５）等が好適に例示できる。基体のシリカ（屈折率１．４５）に対し
て、２種の処理剤で処理する場合においては、第一の処理剤として、前記フェニルトリメ
トキシシランを用い、次いで、ジフェニルジメトキシシランを用いて、順次処理すること
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が好ましい。処理量としては、基体の多孔質球状シリカ粉体に対して、それぞれ１～１０
質量％処理することが好ましい。かかる処理は、塩化メチレンなどの揮発性溶剤を用いて
、１～５０質量％程度に希釈して、これを攪拌下含浸させ、１００～２００℃の熱風を送
風し、定着させることにより、行うことが好ましい。かくして得られた表面処理多孔質球
状シリカ粉体は、ソフトフォーカス効果の光拡散故に透明感が損なわれ、ツヤのない印象
を形成することが避けられない欠点を克服し、透明感あるソフトフォーカス効果を有して
いる。かかる本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体を化粧料に含有させ、前記の特性を
発現させるためには、本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体を、化粧料に対して、１～
２０質量％、より好ましくは２～１０質量％含有させることが好ましい。
【０００９】
（２）本発明の多孔質球状シリカ粉体の改質法
　本発明の多孔質球状シリカ粉体の改質法は、前記の原理を利用したものであり、多孔質
球状シリカ粉体の光学特性の改質法であって、シリル化剤から選択され且つ前記多孔質球
状シリカ粉体より屈折率の高い少なくとも２種の表面処理剤で、屈折率の低いものから高
い順になるように、順次処理することを特徴とする。この様な処理により、前記基体とな
る多孔質球状シリカ粉体に、表面から中心部に向かって行くに従って、段階的に屈折率が
変化する特性を付与することが出来る。処理は前記の方法に従えばよい。かくして得られ
た処理シリカ粉体は、光学効果として、ソフトフォーカス効果の光拡散故に透明感が損な
われ、ツヤのない印象を形成することが避けられない欠点を克服し、透明感あるソフトフ
ォーカス効果を付与されている。ここで、この様な改質法を用いることにより、従来技術
のように樹脂を重層させなければ製造できなかった、球体の内部と表面で屈折率の異なる
球状粉体が容易に製造できる。
【００１０】
（３）本発明の化粧料
　本発明の化粧料は、前記本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体を含有することを特徴
とする。かかる表面処理多孔質球状シリカ粉体を含有することにより、このシリカ粉体の
有する「透明感を有するソフトフォーカス効果」を発現する特性を利用して、使用者にチ
タンマイカなどとは異なり、透明感ある色つやを付与し、シワなどを目立たさせずに、生
き生き見せる光学的効果を発揮する。本発明の化粧料としては、特段その適用する種類は
限定されないが、かかる効果を効率的に発現させる意味で、メークアップ化粧料に適用す
ることが好ましく、中でも、白粉、プレストパウダー、仕上げ白粉、パウダーファンデー
ション、ツーウェイケーキなどの最外部に適用される化粧料に応用することが好ましい。
本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体は、仕上がりが極めて自然であるため、クリーム
や乳液などに含有させて、色つやの向上のために用いることも好ましい。この様な場合に
は、含有量を１～５質量％程度にしておくことが好ましい。本発明の化粧料に於いては、
必須成分である本発明の表面処理多孔質球状シリカ粉体以外に、通常化粧料で使用される
任意成分を含有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッ
ツ油、アボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラ
ワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モ
クロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラ
ノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類、流動パラフ
ィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイ
クロクリスタリンワックス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸
、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪
酸類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニル
アルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール
等の高級アルコール等、イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステア
リン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル
、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコー
ル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、
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トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプ
ロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸
ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニル
ポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサン
シロキサン等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリ
シロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロ
キサン等のシリコーン油等の油剤類、脂肪酸セッケン（ラウリン酸ナトリウム、パルミチ
ン酸ナトリウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミンエーテ
ル等のアニオン界面活性剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコ
ニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類、イミダゾリン系両性界面
活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキ
シ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミドベタイン、ス
ルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エス
テル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、グリセリン脂
肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モ
ノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエ
ーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレエート、モノス
テアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯ
Ｅ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリ
セリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレングリコールモ
ノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（ＰＯＥ２－オクチ
ルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノニルフェニルエ
ーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２
－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・硬化ヒマシ油誘
導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルグル
コシド等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチ
レングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピ
レングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，
２－ペンタンジオール、２，４－－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、
１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳
酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類、グアガム、クインスシード、カラギーナン、ガラク
タン、アラビアガム、ペクチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、カードラン、メ
チルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、メチルヒ
ドロキシプロピルセルロース、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グリコーゲン、ヘ
パラン硫酸、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、トラガントガム、ケラタン硫酸、
コンドロイチン、ムコイチン硫酸、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキシメチルグアガ
ム、デキストラン、ケラト硫酸，ローカストビーンガム，サクシノグルカン，カロニン酸
，キチン，キトサン、カルボキシメチルキチン、寒天、ポリビニルアルコール、ポリビニ
ルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレング
リコール、ベントナイト等の増粘剤、表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カ
オリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化ア
ルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化
鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面を
処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類、レー
キ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０
４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１
３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０
４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガ
ノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、ア
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ントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベン
ゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系紫外線吸収剤、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オ
クチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４’－ｔ－ブチルジベンゾイルメ
タン等の紫外線吸収剤類、エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類、ビタミ
ンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ６塩酸塩，ビタミンＢ６トリパルミテート，ビタミンＢ
６ジオクタノエート，ビタミンＢ２又はその誘導体，ビタミンＢ１２，ビタミンＢ１５又
はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロール，β－トコフェロール，γ－トコフ
ェロール，ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パント
テン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタミン類などが好ましく例示できる。
本発明の化粧料は、これら必須成分と任意成分とを常法に従って処理することにより、製
造することが出来る。
【実施例】
【００１１】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例にのみ、限定されないことは言うまでもない。
【００１２】
＜実施例１＞
　平均粒径３μｍのシリカ（単分散）１００質量部に、第一の処理としてフェニルトリメ
トキシシラン５質量部を５０質量部の塩化メチレンに溶解した溶液をヘンシェルミキサー
で攪拌下噴霧し、２００℃で２４時間加熱して固着させた。これに更に、第二の処理とし
て、ジフェニルジメトキシシラン５質量部を５０質量部の塩化メチレンに溶解した溶液を
ヘンシェルミキサーで攪拌下噴霧し、２００℃で２４時間加熱して固着させ、本発明の表
面処理多孔質球状粉体１を得た。平均粒径３μｍのシリカ（単分散）１００質量部を、フ
ェニルトリメトキシシラン１０質量部で同様に処理した比較例１、平均粒径３μｍのシリ
カ（単分散）１００質量部を、ジフェニルジメトキシシラン１０質量部で同様に処理した
比較例２、第一の処理剤としてジフェニルジメトキシシラン５質量部を用いて処理し、し
かる後にフェニルトリメトキシシラン５質量部を用いて処理した比較例３も同様に作成し
た。これらの粉体及び基体となっている粉体（対照例１）とともに、ソフトフォーカス効
果と透明感を評価した。評価はモデルを用いて、頬部に２ｍｍφの円を茶色の油性フェル
トペンで描き、ここにそれぞれの粉体を２ｍｍの毛足のパフを用いて軽く塗布し、円の見
えにくさよりソフトフォーカス効果を、見た目の透明感より透明感付与効果を専門パネラ
ー５名で判定した。判定は、スコア０：効果を感じない、スコア１：効果をやや感じる、
スコア２：効果を認知できる、スコア３：効果を明確に感じる、スコア４：効果を著しく
感じるの基準に従って行った。結果を出現例数として表１に示す。これより、本発明の表
面処理多孔質球状粉体１は、優れたソフトフォーカス効果を有しながら、透明感付与効果
にも優れることが判る。
【００１３】
【表１】

【００１６】
＜実施例３＞
　以下に示す処方に従って、本発明の化粧料１を作成した。即ち、処方成分をヘンシェル
ミキサーで混合し、１ｍｍヘリングボーンスクリーンを装着したパルベライザーで粉砕し
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、白粉を得た。又、同様に本発明の表面処理多孔質球状粉体１をシリカに置換した比較例
４も作成した。これらを無作為に集めたパネラー１２名を用い、１週間の比較使用テスト
を行った。比較使用テストは、半顔を本発明の化粧料１で、もう半顔を比較例４でメーク
をする形で行った。１週間の使用経験を元に、両者を化粧仕上がり、化粧映え、総合評価
で評価した。評価はカテゴリー１：化粧料１の方が断然よい、カテゴリー２：化粧料１の
方が良い、カテゴリー３：同程度、カテゴリー４：比較例４の方が良い、カテゴリー５：
比較例４の方が断然良いに分類して行った。結果を表３に示す。これより、本発明の化粧
料が光学効果に優れていることが判る。
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０　　質量部
セリサイト　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　質量部
表面処理多孔質球状粉体１　　　　　　　　　１０　　質量部
シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　質量部
チタンセリサイト　　　　　　　　　　　　　１０　　質量部
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　８　　質量部
酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　質量部
【００１７】
【表３】

【産業上の利用可能性】
【００２０】
　本発明は、自然な仕上がりで、且つ、透明感のあるツヤを付与できるメークアップ化粧
料に応用できる。
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